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十六島 
利根川下流域の水郷集落に関する研究 
 
JUROKUSHIMA 
A STUDY OF THE RIVERSIDE DISTRICT RURAL SETTLEMENTS 
 OF THE TONE RIVER DOWNSTREAM REGION 
 
真島嵩啓 
Takahiro MASHIMA  
主査 陣内秀信   副査 高村雅彦・網野禎昭 
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
This study is aimed at riverside rural village "Jurokushima" of the Tone River downstream region. 
Jurokushima is a vast reclaimed land. Middle Ages to began to form various sizes sandbar is, rice fields 
have been made in each of the sandbar in the Edo era. Later, the island has been formed annulus of 
2800ha coalesce. The huge low humidity area, countless waterways organically flow. Farmland and 
settlements are made as an axis the waterway. Although attractive waterscape had spread here and there, 
has changed the appearance by land consolidation. The purpose of this study is to clarify the cause of the 
former made attractive space. And now, I want to clarify the reason there is no attractive space.  
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１． はじめに 
集落の形成において、生業と自然環境は大きな影響を
及ぼす。特に、日本に古くから伝わる「稲作」は「水」
と絡み合って、日本の原風景ともいえる集落を各地に作
ってきた。千葉県香取市十六島という低湿地帯には、ま
さに「稲作」と「水」が密接に結びつき、エンマ（水路）
が無数に走る、他に類例のない水景があった。ここで作
りだされた空間がいかにして生まれ、どのような構造の
もとで成り立っているのかを明らかにすることが本論
文の主目的である。また、この風景を一変させた耕地整
理（近代稲作）とは何が異なるのかを明らかにしたい。 
 
２． 島々の成立 
十六島の成立には当然ながら環境的要因が大きく影響
していたと予想できる。また、成立時期が江戸の一大事
業利根川東遷事業とも近いため、人為的な影響もあると
考えられる。そこで、環境と人為の二つの観点から如何
にして十六島が成立したのかを明らかにしたい。 
（１）環境的要因 
香取郡誌等から、古代に香取海という内海から中世に砂
州が形成され始めたことがわかる。十六の島となづけら
れるように、島々が形成される。 
（２）人為的要因 
近世になると、中世から発達し始めた砂州に対して家康
が佐竹領との境界を明確にするという軍事目的を定め、
新田開発を行った。これにより茨城県側の砂州が新田開
発された。一方南側は、佐原の台地側にある古村の人ら
によってローカルな新田開発が行われた。つまり、様々
な人の思惑が交錯する場所になっていたことがわかる。
なお、形成に関して利根川東遷が影響したことも言われ
ているが、図１を精査すれば、利根川東遷と十六島成立
の年代にギャップがあるため、誕生ではなく拡大に作用
したことが明らかになった。 
 
３． 島々をつくる水流 
様々な思惑によって人間が住み始めたわけだが、それら
集落はどんな場所にあったのか。図２地形分類図を参照
すれば、現在の集落も自然堤防上に存在することがわか
る。つまり、かつて島だった時に脇を流れていた水流が
集落形成を促したとわかる（図３）。 
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 図１利根川東遷事業と十六島開発の対応年表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２地形分類図（赤は集落を示す） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３島々の脇を流れる水流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Hosei University Repository
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４十六島発達プロセス図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５耕地整理前の島全体の構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６空間構造一覧（耕地整理前後） 
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４． 陸地の拡大 
江戸に描かれた絵図から砂州の発達プロセスがわか
る。図４によれば、徐々にひとつの輪中を形成すること
がわかる。そして実際に、利治水の面から昭和初期まで
には堤防と 24 の水門、それから、横利根閘門によって
守られる輪中へと変貌を遂げた。しかし、これによって
輪中内湛水が起こったために昭和 38 年までに輪中の東
西二つの端に揚排水機場を設置し、一定の流れを作った。
流れが不定であったそれまでの土地から、流れが生まれ
たことで、稲作における排水の合理性も担保されるよう
になった（図５）。このように、稲作（もちろん治水の
意味合いも大きいが）が大スケールにも影響を及ぼすこ
とが分かった。 
 
５． 空間構造 
では集落内部の空間はどのように成立していたのか
を、地籍図をもとに復元的に考察したい。ここでは、集
落の垣根を超えてどのような空間が成り立つのか、類型
化をすることによって明らかにしようと試みた。 
すると、まずは宅地郡が２列になっているのか、１列
になっているのかに大別出来た。その中でも、２列構成
片側接道型という型が最も多く、普遍的な空間構造であ
るとわかった。水に囲われた側が有利な土地条件ではあ
るものの、稲作という集団作業を必要とするならば集落
内の動線としての道が必要となり、水に直接敷地が面す
る対岸に道が通される構成が成り立つと推測できる。こ
の推測を裏付けるものとして、加藤洲という集落で、宅
地と農地の所有区分を観察したところ、明らかに水に囲
われた側に優位性があることがわかり、この推測を強め
る。なお、加藤洲は両岸に道は無いが、劣性宅地の裏に
道が通されており、優位宅地からその道にむかって橋が
架けられるようになるという特異性を持っている。加藤
洲十二橋という名勝はこうした背景のもとで成り立っ
ていることもわかった。 
 
６． 住居空間 
集落を構成する住居はどのような空間構成になって
いるのだろうか。博物館の提示している一般住居模型や、
実際の農家住宅でも、南側に大きなニワをとることが確
認でき、これは旧来の農作業上不可欠なために採用され
る定石であるため、強い普遍性がある。稲作と関わる空
間構成はこれだけではない。それは水を積極的に取り込
むことである。はじめから水路に面していない住宅では、
背後のエンマからわざわざノッコミエンマ（私的なエン
マ）を引き、水のネットワークと関係をもつ。当然ノッ
コミエンマと屋敷地との間には荷揚げ場が築かれ、住居
の親水性を保っていた。 
これらを踏まえて「水」があらゆるスケールを横断し
て流れていることがわかる。そしてこの水系は「稲作」
があったからに他ならず、「稲作」と「水」がセットに
なり、大中小様々なスケールを繋ぎ止めているとわかっ
た。 
 
７． 耕地整理 
昭和 38 年から、霞ヶ浦放水路の拡幅・浚渫に伴う大
量の土をどう扱うかということについて、十六島では無
数の複雑なエンマを埋め立て、近代農業を促進すること
になった。これによる空間構造がいかに変化したのかを
考え、かつての水景の継承性の有無に迫りたい。 
空間構造の軸になっていたのが、集落の中心を流れる
エンマであり、その両脇に道や宅地がどう展開されるか
ということで空間構造の類型化が可能であった。つまり、
多数種の空間構造があったわけだが、埋め立てられたこ
とによって、差異はほとんどなくなってしまった。 
また、耕地が近代農業に転換したことで、集団作業や、
屋敷での作業が消え、近代稲作は小さなスケールとの関
係性を希薄化していったことがわかった。 
 
８． 結論 
 まず十六島の黎明期においては、自然環境がもたらす
堆砂効果が集落形成に関して大きな核になっていたこ
とがわかった。そして、水郷という特異な環境に対して
合理的に稲作を営むために、大中小さまざまなスケール
で水への対応があった。しかも、住居と集落、集落と大
きな輪中、大きな輪中と住居とそれぞれのスケールのも
のが、互いに関係をもつ、つまり有機的であったために、
無数のエンマがはしる水景が生まれたといえる。一方近
代農業は、地域の自然環境を利用することもなく、あら
ゆるスケールでの影響を与えないことから、以前までの
風景が持続されないと言える。 
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